
事業所名 光洋愛成園
サービス種類 障害者支援施設

開催日時 令和８年７月１１日(土)　１０：００～１２：００
開催場所 光洋愛成園　会議室
出席者 利用者様（１名）

成年後見人様（１名）
保護者様（１名）
広野町住民代表者様（１名）
広野町社会福祉協議会職員様（１名）
広野町役場障害福祉担当職員様（１名）
光洋愛成園施設長、サービス管理責任者、主任栄養士 計 ９ 名

議題内容 （１）開会、施設長挨拶
（２）地域連携推進会議について
（３）栄養士による光洋愛成園の食事に対する取り組みについて
（４）質疑応答
（５）厨房・食堂見学
（６）その他
（７）閉会

目的 (1)利用者と地域の関係づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(2)地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進　
(3)施設等やサービスの透明性・質の確保
(4)利用者の権利擁護

内容 【地域連携推進会議について】

令和8年度第１回地域連携推進会議議事録

　別紙資料とレジメ「目的」に基づいて、地域連携推進会議の目的と光洋
愛成園の事業等について説明を行う。

　別紙資料に基づいて、主任栄養士より光洋愛成園の給食の沿革、食事形
態、取り組み内容、給食の関わるイベントについて説明を行う。説明後に
質疑応答と調理室や食堂などを見学を行った。

【その他】
　次回の地域連携推進会議の内容と実施曜日について検討した。開催日は
平日の午前11時00分から午後1時00分となる。次回の地域連携推進会議の内
容は食事会となる。
　議事録署名人は、光洋愛成園の推薦で遠藤浩一様が受けて頂く事となっ
た。

【栄養士による光洋愛成園の食事に対する取り組みについて】



質疑応答

Ｑ：嗜好調査の方法に苦慮しており、アイディア等があれば頂きたい(光洋
愛成園)

Q：利用者の皆さんの食器などについて教えて欲しい
A：食器には自助具と言われる障がいに合わせた食器と本人の楽しみや食事
のモチベーションを上げるための食器等を用意している。自助具は主に身
体障がいに合わせた食器や給食を弁当箱に詰め直す等の本人の食事対する
意欲を上げるための自助具もあります。

Q：物価が高騰しているが、光洋愛成園の給食にも影響を及ぼしているのか
伺いたい

A：大きな影響を及ぼしている。物価の高騰により栄養値の変化の無い中で
の食材の変更等を委託業者と相談しながら行っている。運営面では利用者
の皆さんに1日で請求して良い金額は定められており、それを超過する分は
施設で負担しており、年間での負担額は数百万円に及んでいる。

Ａ：似たような色合いの写真が隣り合っていると料理を混合してしまう可
能性があるので、似たような色合いは離れた位置に配置する事や視覚情報
だけではなく「香り」等の他の五感に訴えかけるようなアンケートも良い
のではないか。また、普段の生活の状態から嗜好を読み取る事が効果的で
はないか。

Ｑ：広野町や双葉郡の特産物を教えて欲しい。

Ａ：楢葉町で柚子や鮭、サツマイモに力を入れている。大熊町ではいちご
に力を入れており、震災前にはキューイフルーツ等にも力を入れいてい
た。広野町の特産物はみかんが有名であり、各家庭にみかんの苗が植えら
れている。

Q：食事の楽しみについて教えて欲しい
A：自身の好みの食べ物が出てくることが一番嬉しい、他には見た目や嗜好
の変化に合わせた食事が出てくると嬉しい。

Ｑ：加齢に伴う嗜好の変化について伺いたい(光洋愛成園)
Ａ：加齢に伴い、嗜好の変化は確実にある。過去に嫌っていた食べ物が食
べられるようになる事や単純に食事に対する興味が低下する事や身体的に
食事量の低下も実感する事がある。


